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今年も実りの秋がやってきました
～東通村の風景から～
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議案審議結果

議案は村提出のものや議員 ・ 委員会提出のものがあり、 議員が質問等で議案内容への理解を

深めた後、 意思決定 （可決 ・ 否決など） を行います。 ここからは対象期間中に開催された議会の

議案内容と結果をお知らせします。 （対象期間 ： 令和６年6月１日から9月末日まで）

≪第３回定例会（令和６年８月３０日～９月６日）≫

村から提案された人事案件２件、 条例案件２件、 決算認定案件２件、 報告案件４件、 補正予算

案件７件、 その他案件１件の計１８案件に加えて、 総務企画常任委員会から提出された委員会発議

１件を審議しました。

議案番号 件　　　名 内　　　容

議案第４２号

（原案同意）

東通村教育委員会委員の任命に関し同意を求める

ことについて

令和6年１２月1日で任期満了とな

る現委員の真手奨氏を引き続き任

命することに同意

議案第４３号

（原案可決）
人権擁護委員候補者の推薦について

現委員の横山敏久氏が令和６年12

月31日をもって任期満了となるこ

とから後任に南川千恵美氏を推薦

する提案を可決

議案第４４号

（原案可決）

東通村農業生産施設設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例

昨今の燃油価格等の高騰を受け、

施設利用料金及び機械利用料金を

改定する提案を可決

議案第４５号

（原案可決）
東通村サケ増殖事業基金条例

海産親魚の買取価格と市場価格の

差額を補填し、 漁業者が価格に左

右されずに、 海産親魚を提供でき

るように基金を設置するもの

議案第４６号

（認定）

令和５年度東通村一般会計 ・ 国民健康保険特別会

計 ・ 後期高齢者医療特別会計 ・ 介護保険特別会

計 ・ 下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて

東通村決算審査特別委員会での審

査を経て認定

議案第４７号

（認定）

令和５年度東通村水道事業会計剰余金の処分及び

決算の認定について

東通村決算審査特別委員会での審

査を経て認定

報告第１０号

（承認）

専決処分の承認を求めることについて

令和６年度東通村一般会計補正予算 （第２号）

国の経済対策で実施している定額

減税において、 減税しきれないと見

込まれる方に対し、 調整給付金を給

付するための補正予算措置

報告第１１号

（承認）

専決処分の承認を求めることについて

令和６年度東通村一般会計補正予算 （第３号）

下北ジオパーク全国大会の機運上

昇に併せ、尻屋崎海岸の景観保持

対策に要する経費を緊急的に補正

予算措置するもの

報告第１２号

（報告）

令和５年度東通村一般会計等の決算に基づく健全

化判断比率
法の規定による指標の報告

報告第１３号

（報告）

令和５年度東通村公営企業会計の決算に基づく資

金不足比率
法の規定による指標の報告

（次ページに続く）
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議案審議結果

（続き）

議案番号 件　　　名 内　　　容

議案第4８号

（原案可決）
令和６年度東通村一般会計補正予算 （第４号）

≪主な内容≫

（総務費）

庁舎等空調設備の改修事業、 旧小

学校屋内運動場等の解体撤去事業

に係る経費を増額

（農林水産業費）

畜産農家の経営負担軽減を図るた

め、 一頭あたり５万円を助成する肉

用牛経営安定緊急助成事業経費を

増額

（土木費）

道路維持整備事業経費を増額

議案第4９号

（原案可決）

令和６年度東通村国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）

≪主な内容≫

歳入の繰越金を減額し、 財政調整

基金を増額、 歳出は保険事業費の

委託料を減額し、 新たに報償費及

び旅費を増額

議案第５０号

（原案可決）

令和６年度東通村後期高齢者医療特別会計補正予

算 （第１号）

≪主な内容≫

繰越金の確定により予備費を増額

議案第５１号

（原案可決）

令和６年度東通村介護保険特別会計補正予算

（第１号）

≪主な内容≫

令和５年度分の介護保険事業費等

の確定に伴う、 国 ・ 県 ・ 支払基金の

各交付金の返還金等の経費を増額

議案第５２号

（原案可決）
令和６年度東通村水道事業会計補正予算 （第２号）

≪主な内容≫

砂子又地区配水管新設事業の追加

に伴う増額補正

議案第５3号

（原案可決）

令和６年度東通村下水道事業会計補正予算

（第２号）

≪主な内容≫

下水道事業費用に係る補正

議案第５４号

（原案可決）
青森県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

法律等の一部改正により、 現行の

被保険者証が廃止されることに伴

い左記の案件について、 法の規定

に基づき、 議会に諮るもの

議案第５５号

（原案可決）
令和６年度東通村一般会計補正予算 （第５号）

≪主な内容≫

議案第45号の可決を受けて、 関連

した予算を計上するもの

発委第１号

（原案可決）
東通村決算審査特別委員会の設置に関する決議

令和５年度決算認定案件を審査す

るための特別委員会の設置を決議

≪陳　情≫

第３回定例会までに送付があった１件の陳情書について、 対応を審議しました。

要　　　旨 陳　情　者 付託委員会等

母 （王
オウ

乖
カイ

彦
ゲン

） が中国で不法に逮捕されている件

に関する陳情

東京都荒川区在中

張
チョウ

　一
イチ

文
ブン 資料配付
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代表監査委員報告

村議会は８月３０日の本会議で東通村決算審査特別委員会の

設置を決議し、 その後の第１回特別委員会において、 委員長を

小笠原清春委員、 副委員長を川村隆委員に決定しました。

第２回特別委員会は９月２日に開催し、 本定例会に上程された

議案第４６号、 議案第４７号、 報告第１２号、 報告第１３号を審議

しました。 議案は予算の分類ごとに審議し、 各委員は予算執行

状況の確認や今後の予算編成に関する質問や意見を述べまし

た。 　　

なお、 審査結果は９月６日の本会議で委員長が報告し、 全会一致で認定 ・ 承認されました。

（委員から出た主な質問）

・ 予算執行にあたっての借入額等について （川端委員）

・ 下北地域広域行政事務組合負担金の不用額について （坂本委員）

・ 社会福祉協議会が独自に行う事業及び同協議会の組織体制について （奥島委員）

・ 指定ごみ袋等取扱業務に関連した、 資源ごみ分別の啓発について （伊勢田委員）

・ 国民健康保険税の支払い回数について （南谷委員）

東通村決算審査特別委員会

令和５年度決算審査にあたり、 村議会は８月３０日に東通村代

表監査委員から決算審査報告を受けました。 当日は代表監査委

員の東田伸也氏が登壇し 「審査は、 去る８月６日、 ８日、 ９日の

３日間にわたり、 庁舎２階会議室において関係職員に説明を求

め、 村長より審査に付された各会計の決算書と関係証書類の照

合 ・ 審査した結果、 いずれも関係法令に基づき精査されてお

り、 計数的にも整理されていることから、 正確であることを確

認し、 村当局に意見書を提出した」 旨の報告をいただきました。
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令和６年９月５日　第３回定例会（一般質問）

一般質問は、 議員が村政運営全般に関して、 執行機関に疑問点を質問し答弁を求めるもので

す。 村議会では９月５日の本会議で１名 （３番 田村議員） が登壇し、 一般質問を行いました。

◆記載している質問と答弁は紙面都合及び可読性を考慮し要約で掲載しています。実際の発言や

議事録と異なる場合があります。

１
３番　田村　智和

東通村消防団について

【田村議員の質問】【田村議員の質問】

消防団は、 地域防災の中核として地域に密着し、 住民の安心

と安全を守るという重要な役割を担っている。 全国各地で様々

な災害が発生しており、 改めて東通村消防団の重要性が増して

いる。 その中で、 団員確保に困難をきたしている消防団もある

と聞き及んでいる。 東通村消防団の人員確保と組織の維持につ

いて、 村長の考えを伺う。

【畑中村長の答弁】【畑中村長の答弁】

村では、 令和４年４月から、 非常備消防と常備消防の連携の

更なる強化を目的に消防団事務を東通消防署に移管し、 また、

令和５年３月定例会において消防団員定数の削減並びに消防団

員の報酬等を増額するため、 東通村消防団員の定員 ・ 任免 ・ 服

務等に関する条例の一部改正を行った。 消防団員の定数は、 当

時の所属団員数や団員の増減傾向等を踏まえ、 本団及び分団長

との協議を経て、 消防委員会議を２度開催し、 審議と検討の末、

定数を８０人削減し、 現在の４１０人とした。 令和６年８月１日現

在では、 定数４１０人に対して現在団員数２７２名、 うち災害支援

団員３８名、 充足率は６６.３％となっている。

消防団員の報酬等は、 令和４年３月定例会、 令和５年３月定例

会において段階的に引き上げており、 出動報酬も同様に国が示

す基準金額まで引き上げている。 消防団員の福利厚生は、 消防

団活動中の死傷に公務災害補償金、 退団時には退職報奨金、 そ

の他に、 弔慰金、 結婚祝金、 出産祝金など消防団員の適切な処

遇の在り方や団員の加入促進に向けた各施策に取り組んでい

る。 また、 これまで分団に配備している小型動力ポンプ付積載

車について、 平成２９年改正の道路交通法施行後に普通免許を

取得した消防団員は運転ができない車両となっていることから、

今年度は第８分団 （上田屋地区） の分団配備車両から順次、 普

通免許で運転可能な車両を導入し、 負担軽減を図っている。

消防団員数が大幅に減少する中、 国 ・ 県 ・ 村が一体となって

取り組んでおり、 村では、 先に述べた事例のほか、 令和５年度

からは、 例年１月７日に開催していた東通村消防団の出初式を１

月下旬に変更し、 場所も屋外の体育館駐車場から体育館アリー

ナの室内開催とし、 日程及び環境面での消防団員の負担軽減を

図っている。

（次ページに続く）

《解説》　準中型免許の新設
平成29年から普通自動車、中型

自動車、大型自動車に加え、車両

総重量3.5トン以上7.5トン未満

等の自動車が準中型自動車として

新設された。

《解説》　小型動力ポンプ付積載車
とは？
≪現在の車両（イメージ）≫

≪今後配備される予定の車両

（イメージ）≫
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令和６年９月５日　第３回定例会（一般質問）

【田村議員の再質問】【田村議員の再質問】

令和６年２月に、 総務大臣から都道府県知事及び市区町村長に

対して消防団の更なる充実に向けた取組を依頼する書簡が発出さ

れている。 制定から１０年が経過した 「消防団を中核とした地域防

災力の充実強化に関する法律」 の趣旨を踏まえ、 消防団員の活動

基盤を支える取組として処遇の改善を進めている。 村においても、

消防団員の入団促進やモチベーション向上に取り組むことをお願い

されていることと思う。 消防庁からは様々な取組事例が示され、

消防団員等による防災教育や、 消防団員がやりがいを持って活動

できる環境づくりが挙げられている。 近隣市町村の消防団につい

て調べたところ、 六ヶ所村では消防団に対する様々な補助事業が

ある。

１つ目は、 消防団員の退職にかかる家族慰労金。 消防団員が退

職した際に、 家族共々の長年の労苦をねぎらうことを目的に１５年

以上継続勤務した場合に１０万円、 ２０年以上継続勤務した場合に

２０万円の慰労金を給付している。 ２つ目は、 消防団員の無料入浴

事業。 消防団員の待遇改善と福利厚生の充実化を図るため、 温泉

施設などに、 無料で入浴できるように配慮している。 ３つ目は、 消

防団員準中型自動車免許取得費補助金の交付。 消防団運営機能

の維持を目的として円滑な消防活動の遂行及び消防団員の育成を

図るため、 団員の自動車免許の取得等に要する費用に対し補助金

を交付している。 ４つ目は、 消防団活動助成金。 消防団各種事業

の円滑な運営と消防団員の育成に努め、 もって消防防災行政の推

進を図ることを目的として、 本部及び分団へ１５万円ずつの活動助

成金を交付している。

著しい人口減少の中で消防団員を確保するためには、 消防団員

の皆さんの思いに寄り添い、 やりがいを高め、 負担感を軽減する

対策を講じていくことが必要だと思う。 村長の忌憚のない考えを

伺う。

（続き）

このように、 国、 県、 村、 それぞれの立場で消防団員の確保対策を講じているが、 団員の処

遇改善対策や装備の整備などは、 対策を講じてもまだ解決できない難しい課題である。 各地区

の総代、 各集落の円卓会議や分団長会議においても、 度々、 懸案事項として取り上げられる分

団の再編成については、 検討に着手するよう、 担当部署に指示している。 なお、 去る８月２７日

に、 これまで各分団から聞き取りした内容に消防行政の考えを取り込んだ素案を作成し第１回の

分団長会議を開催している。

消防分団は、 長年にわたり地域防災の要として、 地域と一体となって活動してきた経緯があ

り、 再編成に当たっては、 各地域との緊密な調整が重要なことから、 行政のみならず、 地域と

消防分団の関係維持にも配慮し、 地域のご理解を得るため、 慎重に審議を重ねていく事案であ

る。 今後、 消防分団再編成に関わる条例改正に向けて、 分団長会議で意見を集約の後、 消防

委員会や地区総代連合会等で協議を重ね、 地域住民の安心安全を確保し、 生命 ・ 財産を守る

ため、 地域防災力の要である消防団の再編成に取り組む所存である。

《解説》　消防団を中核とした地域
防災力の充実強化に関する法律
とは？
阪神・淡路大震災や東日本大震災

の経験等を踏まえ、地域防災体制

の確立が喫緊の課題となっている

一方、少子高齢化や働き方の多様

化等により防災活動の担い手は不

足しているため、地域住民の積極

的な参加の下に、消防団を中核と

した地域防災力の充実強化を図

り、住民の安全の確保に資するこ

とを目的として、平成25年に公

布、施行された法律。

≪図の出展≫

総務省消防庁ホームページ

（https://www.fdma.go.jp/

relocation/syobodan/about/

laws/）
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令和６年９月５日　第３回定例会（一般質問）

【畑中村長の答弁】【畑中村長の答弁】

他町村との比較は有りだと思うが、 当村の状況を考えると、

できる、 できないは当然あろうかと思う。 報奨金や金銭的な部

分での支援は当然考えられるが、 その効果等は、 全国の事例か

ら検証する必要があるため他自治体の事例をもってすぐに実現

できるとは、 私は考えていない。

自動車免許に関しては、 小型の車両導入という手法で解決す

べきと考えている。 当村でできることは、 行政のみならず、 分

団長会議や消防委員会等で検討しており、 その結果を踏まえる

べきと考えている。

消防団は地域の防災力として考えられているが、 ９月１日に岩

屋地区で避難訓練を実施しており、 消防団が主体的に動く部分

に対し、 地域コミュニティ、 要は自主防災組織がきちんと機能す

ることで消防団にかかる負担は当然減るものと考えている。 自

助 ・ 共助 ・ 公助という信念のもとで自主防災組織がきちんと稼

動すれば、 より効果的な防災、 減災活動ができるものと思って

いる。 消防団の再編成と併せて、 自主防災組織に理解をいただ

き、 組織を各集落に作っていくことが、 地域防災力の更なる強

化につながると思っている。 全てが消防団の課題ということで

はなく、 あくまでも地域全てで解決することを念頭に、 自主防

災組織の強化に努めていきたいと思う。

【田村議員の発言】【田村議員の発言】

前向きな答弁に感謝する。 村長は防災に対して並々ならぬ意欲

を持って、 これまで進めておられる。 是非とも他の市町村に負け

ない、 東通に合った、 消防団への支援策を進めていただきたい。

＊大間原子力発電所 ・リサイクル燃料備蓄

センター視察研修＊

村議会は７月１０日、原子力関連施設の視

察研修を実施しました。

大間原子力発電所 （電源開発㈱） では、

運転訓練設備や原子炉建屋内を視察した

後、 意見交換を行い、 設備や発電所を取り

巻く諸問題等に関する質問を行いました。

また、 むつ市に所在するリサイクル燃料

備蓄センター （リサイクル燃料貯蔵㈱） で

は、 使用済燃料を収納した金属キャスクの

受け入れに向けた訓練風景を拝見しました。

その他の議会活動

《解説》　自主防災組織とは？
地域住民が「自分たちの地域は

自分たちで守る」という意識に基

づき自主的に結成する防災組織。

災害発生時には以下のような活

動が想定される。

・災害情報の収集、住民への迅速

な伝達

・出火防止と初期消火

・避難誘導

・被災住民の救出・救護

・給食、給水　等

大間原子力発電所視察時の記念撮影
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その他の議会活動

編 集 後 記
今号では６月から９月までの議会活動をお知らせしました。 今期は第３回定例会のほか、 様々

な研修等に参加し、 活発な議会活動ができたと感じています。 次号では村水産業の今後の在

り方を模索するために行った 「議員視察研修 （北海道）」 や全国の原子力発電所立地議会議

員が一堂に会し、 今後の原子力に係る諸問題を話し合う 「全国原子力発電所立地議会サミッ

ト」 の活動をお知らせする予定です。

定例会、 臨時会は誰でも傍聴することができます。 また、 議会の内容については議事録の

閲覧ができますので、 ご希望の際は議会事務局 （電話 ： 33-2342） にご連絡ください。

東通村広報広聴特別委員会　委員長　田村智和　副委員長　奥島貞一

委　員　小笠原清春、川村隆、相内祥一、南谷宏三

＊県下町村議会議員研修会【７月１７日
青森市（リンクモア平安閣市民ホール）】

＊４町村議会議員研修会【７月２５日横
浜町（防災除雪ステーション）】

＊新人議員研修【８月２０日青森市（青
森県労働福祉会館）】

＊東通村戦没者追悼式【９月６日村内
（村体育館駐車場）】

＊東通村社会福祉大会【９月２４日むつ
市（プラザホテル）】

＊交通安全地区大会【９月２５日村内（あ
がさいホール）】

宮下知事との記念撮影

要望内容を説明する川端議長

＊東通原子力発電所再稼働に係る知事要望＊

村議会では８月２２日に宮下宗一郎青森県知事を訪問し、

東通原子力発電所再稼働に係る要望を行いました。 要望で

は、 川端議長が議会を代表し 「原子力発電所の誘致決議を

行った村議会が責任を持って、 再稼働に向けた動向を注視

するとともに、 東通村民の思いと地域の要望を、 国等の関

係機関に対し、 これまで以上に大きな声で伝えていく」 と決

意を述べました。 また、 青森県に対しては 「今後、 村議会が

行う東北電力１号機の早期再稼働や疲弊する地域経済の立て

直しに向けた取り組みへの支援、 協力」 をお願いしました。

本要望活動は、 去る４月２６日に東北電力株式会社の 「東

通原子力発電所１号機における安全対策工事完了時期の見

直し」 に関する説明を受け、 今後の対応を協議したところ、

議会内で主に 「東北電力１号機の早期再稼働に向けた取組

の推進」 「青森県、 国等の関係機関に対しての要望等の実

施」 が必要との意見を集約したことから実施したものです。

＊その他にこのような活動を実施しました＊　　　≪解説≫４町村は東通村 ・ 六ヶ所村 ・ 野辺地町 ・ 横浜町


